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三

対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
に
伴
い
、
イ
に
掲
げ
る
日
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
日
（
次
項
に
お
い
て「
完
了
日
」

と
い
う
。）ま
で
の
間
（
第
五
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
求
職
者
（
六
十

五
歳
以
上
の
求
職
者
、
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
、
関
連
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
そ
の
他
就
職
が
容

易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。）等
（
当
該
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
、
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す

る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等

（
地
域
雇
用
開
発
奨
励
金
の
支
給
に
関
し
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
条
件
に
同
意
し
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め

る
標
識
を
事
務
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る
者
に
限
る
。）に
紹
介
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）を
継
続
し

て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
三
人
（
創
業
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
人
）
以
上
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

イ

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
当
該
事
業
主
が
前
号
の
計
画
を
熊
本
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
ま
で
の

間
で
当
該
事
業
主
が
指
定
す
る
日

ロ

対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た
旨
の
届
を
熊
本
労
働
局
長
に
提
出
し
た
日
（
当
該
届
を
イ
に

掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
定
の
期
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
提
出
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

期
間
を
経
過
す
る
日
）

四

前
号
の
雇
入
れ
が
熊
本
県
に
お
け
る
雇
用
構
造
の
改
善
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

五

基
準
期
間
に
お
い
て
、
第
三
号
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主
（
天
災
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理

由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。）以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

六

第
三
号
の
雇
入
れ
に
係
る
対
象
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
、
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の

う
ち
当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し

て
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

七

第
三
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業

主
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、前
項
の
事
業
主
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、

そ
の
と
き
以
後
、
地
域
雇
用
開
発
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
。

一

完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
の
末
日
に
お
け
る
前
項
第
三
号
の
雇
入
れ
に
係

る
対
象
事
業
所
の
労
働
者
の
数
が
完
了
日
に
お
け
る
当
該
者
の
数
未
満
と
な
つ
た
と
き
。

二

完
了
日
後
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
で
前
項
第
三
号
の
雇
入
れ
に
係
る
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き
（
当

該
労
働
者
を
雇
用
し
な
く
な
つ
た
と
き
（
解
雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が

不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
解
雇
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

に
よ
る
も
の
を
除
く
。）以
後
速
や
か
に
、
新
た
に
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た

と
き
を
除
く
。）。

三

完
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
中
に
お
い
て
、
対
象
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇

し
た
と
き
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
雇
用
開
発
奨
励
金
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。）は
、
国
等
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
雇
用
開
発
奨
励
金
は
、
労
働
保
険
料
の
納
付
の
状
況
が
著
し
く
不
適
切

で
あ
る
、
又
は
過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
の
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章

の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
支
給

し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
則
第
十
七
条
の
五
及
び
附
則
第
十
七
条
の
七
中
「
、
第
百
四
十
条
及
び
第
百
四
十
条
の
二
」
を
「
及
び
第
百
四

十
条
か
ら
第
百
四
十
条
の
三
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生

労
働
省
令
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
第
四
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一

部
改
正
）

第
三
条

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
条
の
八
第
三
項
の
改
正
規
定
中
「
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
支
給

申
請
書
」
を
「
求
職
活
動
支
援
費
（
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
）
支
給
申
請
書
」
に
改
め
、
同
令
第
百
一
条
の
二

の
十
二
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
中
「
書
面
」
を
「
記
載
し
た
書
面
」
に
、「
職
務
経
歴
等
記
録
書
」
を
「
記
載
し

た
職
務
経
歴
等
記
録
書
」
に
改
め
、
同
令
第
百
一
条
の
十
一
の
二
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
十
一
の
二
第
一
号
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）」を
削
り
、
同
条
を
第
百
一
条
の
十

一
の
二
の
三
と
し
、
第
百
一
条
の
十
一
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
百
一
条
の
十
一
の
二

法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
児
童
の
親
そ
の
他
の

児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
里
親
で
あ
つ
て
養
子
縁
組
に
よ
つ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
と
し
て

当
該
児
童
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
労
働
者
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
）

第
百
一
条
の
十
一
の
二
の
二

法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ

れ
て
い
る
者
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
養
育
里
親
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第

三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
と
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
一
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
則
第
十
六
条
第
一
項
中
「
六
十
五
歳
以
上
の
求
職
者
、」
を
削
る
。

第
一
条
の
う
ち
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
中
「
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
」
に
改
め
、

「
、
一
般
被
保
険
者
」
の
下
に
「
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
一
般
被
保
険
者
」
の
下
に

「
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
」
を
加
え
る
。」を
「
」
に
改
め
る
。」に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
（
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
雇
労
働
被
保
険
者

を
除
く
。）」
を
「
雇
用
さ
れ
、
施
行
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
三
十
七
条

の
二
に
規
定
す
る
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
っ
た
も
の
」
に
改
め
る
。

４

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
及
び
当
該
設
置
又

は
整
備
に
伴
う
労
働
者
の
雇
入
れ
に
関
す
る
計
画
に
係
る
対
象
事
業
所
の
設
置
又
は
整
備
が
完
了
し
た
旨
の
届
を
都

道
府
県
労
働
局
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
計
画
に
係
る
地
域
雇
用
開
発
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
新

雇
保
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

５

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
十
六
条
第
四
項
第
一
号
の
要
件
を
満
た
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
第
一
項
の
介
護

支
援
取
組
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。）第
百
十
八
条
の
二
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
平
成
二
十
八
年
八
月

二
十
四
日
か
ら
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
六
条
の
規
定
は
平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。）第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
の
再
就
職
援
助
計
画
又
は
同
項
第
二

号
イ
の
求
職
活
動
支
援
基
本
計
画
書
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
再
就
職
援
助
計
画
又
は
当
該
求
職
活
動
支

援
基
本
計
画
書
に
係
る
再
就
職
支
援
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
の
雇
入
れ
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
同
項
第
二
号
ロ
の
職

業
訓
練
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
当
該
雇
入
れ
又
は
当
該
職
業
訓
練
計
画
に
係
る
受
入
れ
人
材
育
成
支
援

奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

施
行
日
前
に
都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。）又
は
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
が
、
新
雇
保
則
第
百
十
条

第
九
項
第
一
号
イ

に
該
当
す
る
者
の
就
労
の
支
援
に
関
し
て
都
道
府
県
労
働
局
又
は
公
共
職
業
安
定
所
と
締
結
し

た
協
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所
に
対
し
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
等
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
た
者
で
あ
っ
て
、

施
行
の
際
現
に
公
共
職
業
安
定
所
が
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
も
の
（
六
十
五
歳
未
満
の
求
職
者
で

あ
っ
て
、
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
で
は
な
い
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
同
号
イ

に
規
定
す
る
期
間
を
定

め
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
等
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
者
と
み
な
す
。
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